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日 立 CR ク

ー般の電磁開閉器は送配電線の落雷や電源切換時の瞬時的な停電

や,瞬時電圧降下にも回路を閉路するので石油化学,セメントおよ

び製紙工場などのように連続運転を必要とする工場においては,そ

れにより生産を阻害されることがある｡口立CRタイマーはかかる

短崎問の停電および電圧降下に対して閉路することなく,一定時限

は回路を保持して電源電圧回復後すみやかに再起動する瞬時停電日

動再起動リレーとして開発された製品である｡その構成部品は小形

継電器,整流器,コンデンサおよび直列抵抗器でありコンデンサと

抵抗との組合せによるコンデンサの放電時問の変化を利用し,停電

時このコンデンサ放電電荷により小形継電旨琵を軌磁し続け一定時限

保持するものである｡

1.特 長

(1)小形軽量で取付両横が小さい｡

(2)透明プラスチック製防じんケースにはいっておりプラグイ

ン式で取り付け,取りはずしに便利である｡

(3)保守点検が不要で長寿命である｡

(4)一般のタイムリレ一に比較して安価である｡

2.仕 様

標準仕様は下記のとおりである｡

形 式

C′rW105SA

CTlV-10SA

CTW-05SB

CTW-10SB

定竿Ⅴ戸圧≦
時(s〕限

100/110

0.5

1.0

消班電力
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1.8

200/220l------ニーーーーl3･6
点

量

性

性
命

度

度

容

撃

温

塵灰

点

衝

囲

接
接
耐

耐

寿

周
精

時延動作壬妾点1C

AC200V 3A

振幅1mml,500rpm以下

50G以下

50万回

-20℃～+一55℃

-20%～＋50%

3.特 性

(1)繰 返 精 度 周囲温度おびよ電圧を一定とすれば

繰返精度は±3%以下

図1 CR タ イ マ ー
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イ マ ー

(2)電圧変動による精度 電圧変動が定格電圧の110～85%の

範囲において時限は電圧が高くなる

と長くなり低くなると短くなる｡そ

の時限精度は±15%以下

(3)温度変化による精度 電圧を一定とすれば低温では時限は

短くなり,高温においては長くなる｡

その時限精度は±10%以下

(日立製作所橙電車業木部)
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372 口立評論 第50巻第4号

日立LRA制御自動無効電力制御装置

従来LRA付変圧器は,主として系統電圧制御を臼的とLて運rT寸

されてきたが,最近組織的な系統無効電力制御の一環.としてLRA

通過無効電力制御が要求されるようになった｡今回電源開発株式会

社竹原火力発電所納250MVA LRA変圧器用にトラシソス･モ式無

効電力制御装置を納入し現地試験に寸ゴいて良好な碓績を納ふうた｡

1.構 成

無効電力検出器(DHこill

電圧変換器(ETR-2-Ⅴ)

トランジスタ妨算増幅器(TOA‾)

相性継電器(SP-W-S)

無効電力設定器

力三電圧電源装置

補助継電器

式
式
式
式
式

式

式

制御キユーピクルの外税を図1にホすこ

2.動 作 原 ≡哩

制御系統図を図2に示す｡

無効電力検出: LRA通過無効電力は,PD,CTを経て無効電

力検出器で検出され,遅れ,巡見力率無効電力量に比例Lた正員しつ

直流電圧に変換される｡この直流電圧値は電圧変換器とトランジス

タ演算増幅器TOAlにより無効電力制御抱閃に合致Lた演算レベル

に変換される｡

無効電力設定: 一方無効電力設定値は±12V定電圧電i原から

精密多回転ポテンショメータにより分圧された直流電圧として与:こ

られる｡

偏差検出増幅: いま,設定無効電力をQ王く,検出無効電力を-Q口

とすると,これらの変換電圧VR,一Ⅴ口はおのおの演算増幅器TOA2

に-ソ･えられ,TOA2の出力ほ-K(VR-VD)として偏差無効電力を得

ることができる｡この偏差信号は制御用の極性継電話旨に与ユられる｡

無効電力制御: 図3ほ極性継電器のブロック線図であるが,与

えられた無効電力偏差値は,限時設定回路を経て積分され.積分値

が,設定不惑帯を越えたときには,極性に応じで符丁†三剛またこま降虹

回1 トランジスタ式LRA制御キューヒ､rん

川グ〕スイ､ソナ阿路シシ動作させ,LRAにタップ操作†言号む托する｡

またこれらの回路:まⅠ｡RAの操作ひん度に対する紀懸,無効電力

の制御特性の改善じつために,チ無効電力偏道と動作所要帖㈹し,1r～ちには

反F捌､1三の特性)とキュている(､また何様の口約レーうたが)LRAl々ップ

操作ごとに横分凹路のF†1力はい′1たんゼロにり七､ソトし､1ノ㌢ヅプ

操作綬+二じた新しい偏慕量に応じた絞分な行なうようにしてある｡

こオtらは従来の電J_-E制御用継堪器とIi-+様のカ犬である｡

図4ほ上述(7つ劫作を説Lリ+したも〝〕.また図5は肘桝1刊三る∴ホしノた

ものであるこ
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日1二′二評論弟50巻第4号 373

3.主 要 仕 様

表1に心火貢ご∫'モノ)ト⊆訟什軒む示す

4.本装置の特長

(`こ1､)如叶一号三ノJ制桝仁一L-ソニおいて,撫恥Eノ〕椀=ゞ㍊カ､上､､仙川

=ノ川ほ-･さこ7〕触一恥Eノブ総=糾Ⅰ〕Ⅰも1)∴心一三刻剛r壬げTR2-V),

トニ三ノンジス袖j捕二J'榊臥そ:-‡(T(〕Al,枠り生離電許諾しSP-W--S卜士ごの

似=j淋‖-】こますべて､卜増作一亡十J如にされ､亡ノL全静山形-･さふる｡こノーた

が_)IJi一絹石打抑机牡､トr)F馴む.位:そ㌢いi壬払子旨なごしり枯出が州与され

､′

勺∴

(bl制榔粒川二1州九′ノ1Val･に叫し,2.5九′ⅠVal･刻ムレり一心什≠.;三主‾′上;吾㌻壬

‡l料I∠一む柁‖している什､さ,退転しうミ額払し亡ある._1ニニきしは桝即削白

;そ汁絹川にIミニ)∴エし､ム〕て=j瀧上なったもレつI亡こもる｡

木与甜三､亡ミミト述レり詩心Il怯Jつ糀乾のほか.不感札t柑け‖､抑ちjなご

紺出し7｢山､,しかもせ正数な一郎】】して逆′占ミ'J〕`存賂さを阿ノ1ていミ5ニ

(■し､1ニ;■手水系統柑＼'ヒニ)ミ変史にな一1て,;肌御純L札不惑才子㌢などの･丁川

棚七什1テiごノ逆むする必要が′!二し､たJ凱}にもi絹尉酬高岩芹内の棋界イン

ビーターンス1.ン交換することにエリて与易に‾変如叶能･亡ある｡

⊥
■

盲ご

望表

.｢】､FJl

250

nUO2

ハU〔J

00

～
-
十
巨
巨

ー60 -48 -36 -24 -12 0 12 24 36 48 60

一 【

■なは鞭榔EノJ(ト1VAR)

l.当】5iijミ 帖

脱硝守た七10

感度盟㍊ 61IVar

5.現地試験結果

図るこ現地試与轟におこ十る動特性オシログラム測娃例壬∵示す｡試験

に･'j､ゴいてこ三,最初LRA通過無効電力指令値をゼロとしておき,次に

指針由を60九爪rarこ急要したときの応答をオシログラムに撮影し

た_､ニのとき･刀設定感度こ三R盛1(±6MVar),設定限時ほ目盛1

(悠空レ｢10酎扁差入九･こて3秒動作)である｡

無効電九うこ3九′1Varから56九1Varまで制御されるのにLRAの

ジい,プこま7番かち1番まて変更されており,叔初の1タップ操附･こ

う†る矧枇ま32.4秒である7う;,実弟統のVarが設定Var60MVarに

六-‡も近づいたブ､リブ7番こテゴける操作所要時間は57秒である.｡ま

たナシロブラニから判読されるが,試験時の系統特性はLRAlタ

‾71劉乍ニニ;′)黄勺8.8MVar変化する特性で,最小不惑帯±6MVar

-さ漣溢'してもタップ間のハンチングを起こすことほないっ

なお12.6kV系は発電機捕自動電圧調整器の動作により,LRAタ

ップ繰†′ドの瞬間を除いてこま一定こ保持され,両者の制御装置間でハ

ンチングを起こさず協調;別御さjtていることがわかる｡

し日立製作所機電事業本部)
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374 日立評論 第50巻第4号

電着塗装用日立サイリスタ式直流電源

最近新しい塗装法として水溶性塗料を電気泳動により塗装する,

電着塗装(電気泳動塗装ともいう)が実用化され注目されている｡特

に形状の複雑な量産品である自動車のボディー,家庭用電気品など

美しい色彩,かたくてじょうぶな塗膜を要するものi･･こは急速iここの

塗装方法が採用されてきており,今後の塗装技術の方向を示すもの

として反響を呼んでいる｡電着塗装に用いられる直流電源として

は特性の最もすぐれているサイリスタ式整流装置が好適であり,電

圧あるいは電流のプログラムコントロールが簡単に行なわれ,信頼

性も非常に高い｡ここでは電着塗装の概要とこれに用いられるサイ

リスタ式直流電源について紹介する｡

1.電着塗装とその特長

従来行なわれてきた,濃度の比較的低い水溶性塗料中に被塗装物

を浸漬するいわゆる"つけ塗り(Dipping)”と異なり,電着塗装で

は,被塗装物を"陽”電極とし,塗料を収納したタンクを"陰”電

極として,両電極間に直流電圧をかける｡この直流電界により,塗

料中に高分子イオンとして存在する塗料粒子が"陽”電極のはうへ

移動して,被塗装物の表面に析出して塗膜を形成する｡

塗料や被塗装物などにより条件は異なるが,通常数十Ⅴ～数百Ⅴ

の直流電圧を数分問加えて必要な塗膜厚が得られる｡この塗膜は,

タンクから引き上げたときには水分を10%程度しか含んでおらず,

しかも水に溶けない塗膜となっており,塗膜厚は条件をこより自由に

制御できるので非常に便利な塗装法である｡このおもな特長は次の

とおりである｡

(1)塗月莫の厚さは電圧,電流,通電時間により任意にしかも一

定の値に制御できるので品質が安定し,量産品でほバラツ

キがわずかである｡

(2)塗料の"流れ”や"タレ”が全くなく,乾燥,焼付の際に

も溶剤により塗膜の流れは起こらない｡

(3)表面の凹凸,鋭角部,箱の内外など形状の複雑なものでも,

塗装の厚さは均一である｡

(4)塗膜の密着性が良く,ち密な膜面が得られる｡

(5)塗料のロスが非常に少なく塗着効率が良い｡

2.サイリスク式直流電源とその特長

電着塗装用直流電源としてはサイリスタ式整流装置が最適で,特

に自動プログラム運転を行なう方式では,無接点制御でプログラム

運転を行なうので,長時間の運転を行なっても点検,保守を要する

部分がはとんどなく信板度が高い｡すでに数セットが運転[■Pである

が,その仕様の一例を示せば次のとおりである｡

(= 仕 様

整流器容量

直 流 電 圧

直 流 電 流

整 流 方 式

整 流 素 子

定 格

制 御 方 式

400kW

200V～80V連続調整

2,000A

三相全潰ブリッジ

250A 500Vサイリスタ

連続

自動プログラム制御

(3)特 長

サイリスタ式整流装置は効率が高く,保く､■J‥点検が簡便,小形で

特別な基礎を要しない,制御速度が早いなどのほかに,電着塗装

用直流電源装置として次のような特長を持っている｡

(a)塗装作業上,数分サイクルで電淋装置のON-OFFをく

り返えす必要がある｡この装置でほサイリスタのスイッチ特性

を利用して,無接点で起動,停止を行なうことができる｡

(b)電着開始直後10･～20間は,被塗物表面の塗膜がうすく,

したがって負荷インピーダンスが低く,所定の塗装電圧を印加

すると,過大な突入電流が流れ,塗料紋温の上昇,電源装置の

過負荷など悪影響があるため,プログラム装置の指令により,

電着開始時には,自動的に,直流臼i力電圧を10V程度から時

間とともに直線的に増加させ,所定の電圧に落ち着くようにし

ている｡

(R立製作所磯電事業本部)

塁･-一
撃‾-‾
を璽既㌻軍讃象
簸

w

;羞

至汚__を:…;
≡ノ⊇

一
弘r-

董

岩ガ‾…ン三≡彗⊆♀■ヱ学⊆亘亘て琴雲;還宣 う三豊旦方_‾⊥‾⊃万石--

;惑;±≡零⊆⊃く⊃
■学⊇婆三

嚢-ごっ夢｢__‾

図1 400kWサイリスタキユーピクル

AC入力 420V3¢50?′三
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△

△

51

′直流検出器

(2)装置の機器構成

図2の単線結線図に示す電気構成で,交流受電キユーピクル,

整流器用変圧器,サイリスタキユーピクルのブロックより成って

いる｡
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日立評論 第50巻第4号 375

日 本 国 有 鉄 道 納

日立DWる形液体変速機 量産にはいる

日本国有鉄道は昨挿ロ48年を目標iこ全線無煙火を促進しているが,

これに伴って蒸気機関車の置換えとしてディーゼル検閲申の大量発

注が計画されている｡

現在までの国鉄ディーゼル機関車の主力ほ,すでに本誌でも紹介

ずみのDW2A形液体変速機2基をとう哉した2,000PS･DD51形

であったが,これが幹線列車けん引用であるのに対し,亜幹線列車

けん引および入換えにも使える強力な多目的ディーゼル検閲辛の出

現を望む声が強くなった｡これにこたえるものとして昭和41年に

DElO形ディーゼル機関車が開発された｡

DW6形液体変速機は,このDElO形ディーゼル検閲単にとう哉

される液体変速機である(図1参只削｡

昭和41年度には試作機5台が製作され,一子F問試用されたが,試

験結果ほ良好であり昭和42年より量産体制にはいった｡

その第一陣はすでに昭和42年9月に日本国有鉄道に納入されて

いる｡

DW6形液体変速機はDW2A形液体変速機(椚和36年より生産

され,すでに300台以上が日本臼司有鉄迫で稼働している)の実績を

韮に設計され,保｢了三上の便宜のためiこDW2Aとの共通部1冒1が数多

く使用されている｡しかし,クラッチやそのほかの補機については

DW2A形に無い新しい試みが揺り入れられている｡

DElO形機関車ほ今後DD13形機関車にとってかわる機種とさ

れており,DW6形液体変速機の需要ほますます増加するものと期

待されている｡

1.お も な仕様

DW6形液体変速棟のおもな仕様を次に示す｡

容 量

最 高 効 率

最高出力回転数

全 長

全 幅

全 高

重量(乾燥)

逆転機組込み

1,100PS/1,500rpm

82%以上

高速段

低速段

1,865mm

l,535mm

l,742mm

4.7t

2,640rpll1

1,420rpm

高速段(本線用),低速段(入換用) 切換クラッチ組み

そのはか,DW2AJ惇では電気式であった速比検出装置と回転検

出装置を油圧式にした点が大きな違いで,これがまた特長でもある｡

2.構 造

DW6形液体変速枚は3個の液体トルクコンバータをもつ充排油

切換方式の液体変速機である｡この3個の液体トルクコソ/ミ一夕を

2軸上に配置しているのはDW2A形と同様であるが,低速軸と高

速軸との同軸上に2組のクラッチを配置し,高低速段あるいは正逆

転の切換えをする横棒を備えている｡

クラッチは特殊歯形を持つつめクラッチで,回転検出装置が停止

(婆

駄
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入
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囲1 DW6形液体変速機

人力軸脚転数1,500r叩

一高通用

一一-一低速段

効率

トルク

50() 1,000 1,500 2,000

托1力軸回転数(r叩)

2,500

鮎〉

図2 DW6形総合性能曲線

検知をしている時のみ操rFされるようインターロックされている｡

3個のトルクコンバータの切換指令を発する速比検出装置は入力

軸系に取り付けられた一次スピーダと出力軸系に取り付けられた二

次スピーダから構成されている｡いずれも遠心おもりにより両軸の

回転数の2乗に比例した力(一次スピーダは力を油圧に変換する)

を対抗させ,あらかじめセットされた比率に達したとき次のコソ/ミ

一夕への切換指令を発する｡

3.特 性

図2にDW6形液体変速機の性能曲線を示す｡

低速段においては,ストールトルクが大であり,低速範囲での効

率が良くなるので入換用として稼働する場合に有利なことがわか

る｡高速段においては,低速範閃での効率を犠牲にして高速範囲で

効率を高くしているので本線では列車を高速けん引する場合に適

している｡ (日立製作所交通事業部)
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376 日立評論 第50巻第4号

標準形クレーン用日立無線遠隔制御装置

クレーン同無線遠隔制御装置は重工業形,汎用形としてすでこ広

く陵閂されているが,今覧両者の長所をあわせもった耐雑音性で,

小形で安価な漂準形を開発したので紹介する｡

1.構 成

本装置は操作盤(送信榛),受信盤,補助リレー盤および付属品よ

り構或さjtる｡

2.特 長

2.1安全性の高い回路方式の採用

(､1)インターロックチャンネルを二重変調方式とし3信号1動

作とした二.このため従来の汎用形の2信号1動作方式よりいっそ

う安全である し特許申請中)｡

(､2)誤動作防止回路により,外来維音による誤動作,受信枚故

障による誤動作はすべて防止きれる(実用新案申請中)｡

(､3)スケルチ回路により搬送波丁断+および送信中でも送信出

力が所定値以下となったとき回路を速断し誤動作を防止する｡

2.2 壱呉操作に対する安全性

(1)運転室操作と無線操作併用の場合,双方より同時操作でき

ないようインターロックしてある｡

(､2)押ボタンで相反する操作をした場合,信号を発信しないよ

う,インターロックしてある｡

(3`)1台のクレーンを2個所以上より操作する場合,双方より

同時操作できないようインターロックしてある｡

2.3 そ の 他

(1)押ボタン操作,ハンド′ン操作のいずれでも製作する｡

(2‾)多数のクレーンを独立して無線操作することができる｡

(3)トランジスタにはすべてシリコントランジスタを用いてい

るので温変変化に対して安定に動作する｡

(4＼)部品はすべてプラグイン方式で,前面にチェック端子が設

けてあるので,陳守が容易である｡

(,5)電波法上の特別な資胤ま不要である……無免許で使用でき

る｡

無線周波数

LLi 力

運転信号

3.仕 様

150れIc帯の1技,F丸Ⅰ変調

100m離れて15/`Ⅴ′′′m以下の電界強襲

たとえば主巻,

補巻,横行,走

行,警報,その

ほか必要なもの

図2 押ボタン式携帯用操作盤

生卜

1l】ユ｢

字音去ざi

塙連

盲仁.描

E三コニ

匹ド土

制御距離

電 荷

周期混生

送 信 部

寸 法

重 量

図1 無線柁作の使用例

100m以内 し周邦雄音により変わる)

DClOV ニッケルカドミウム蓄電池

漂準-5℃～十45℃

ただし,注文により一10℃～＋50℃までのものを

了製作する｡

幅350×奥?JllOx高さ180(押ボタン操作の場合)

2.5～4kg

4.既設クレーンの改造

間接制御のもの=･･‥制御盤の配線を一部変更し,本装置を取り付

ける｡

投合制御のもの･…･･二次制御盤を新設し本装置を取り付ける｡

直接制御のもの･…‥間接制御髄を新設し本装置を取r)什ける｡

なお複合,直接制御の場合ほ,抵抗器はそのまま使用される｡ま

た,制御器も機上操作用とLてそのまま使用される二.さらに油圧ブ

レーキを使用しているものはサーボリフタブレーキを新設する｡こ

の場合クレーンの構造上油圧ブンーキ言二･取りはずさなければならな

いことが多い〕 (.口_l■絹廷rF所商品ヰl:業部)
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日立評論 第50巻第4号 377

】[C寸法による日立耐圧防爆形E種モートル

このたび口立製作所では,耐ロミ紡機形モート′Lについて,‡EC寸

法二をゴよびE種絶縁を採用L,-ノJ幅な′卜汚職量化を実弔乙した耐群符牒

形E種モート′しを開発したJ)で.その概数三∴;ムべる｡.

保 護 鵜 追

付 力

形 式

フ亡 格

電 源

絶 縁 種 別

】.おもな標準仕様

全閉外扇巧手而寸瞑打保構造

0.41{W以上,132kWリ､下

TFOXX-KまたはKK

連続

3¢,200V,50′/60cノ/s

ただL､75kW以卜は400ノ′′■′44017,50ノ′′60c/s

E桂

端子箱への外部増線引込方式

電線管ネジ結合方式(コンジソト六)

口 付 方 式 小形品はラグ式,中一形■l-i--はス_:て‥′ド式

2.構造および寸法

外わくは鋳鉄またほ鋼板で,1-1本工業規約JISCO905(66)(電力弔

電気機器の一般用防爆構造)および労働省産業安全研究所の工場電

気∫削ぎ存防爆指針に従って堅ろうに巻引下されているとともに,合理的

な設計によって小形軽量化されているこ

小形占i!lの軸受にほ,シールドベアリンダを位相L-,中形品こ･こは運

転中にもグリースの詰め換えのできるグリーース交換形を採用Lてい

る｡.角形の端;子持を使用L-,寸法も防爆指針のを削批しととLてケト

部導線との接続作業を容易にLている｡

わく番適用は表】に示すとおりで,汎仔Jモート′Lと同じである｡

小形L枯の寸法ほ表2に示すとおりであるご

3.お も な特長

IEC寸法の揺用により,取付寸法が汎梢モート′レと同一である｡

従来品に比較して,大幅に小柳程_副ヒされているたムう機械への取

付耐街が′トさくてすむ｡

末2 耐 忙 防 爆 形 か ご 形
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11kW TFOXX-KK 4転

回1 耐圧防爆形かご形三相誘導電動鞍

表1 わ く 苗 適 用 表

出 力･:､kW
わ く 番 号

TFOXXL-71

TFOXXL-80

TFOXXL-90L

TFOXXL-100L

TF()ⅩⅩL-112九Ⅰ

TFOXXL-132S

TFOXXL-132加Ⅰ

TFOXXL-160九Ⅰ

TFOXXL-160L

TFOXXL-180九Ⅰ

TFOXXL,180L

竺+竺+_L竺

_三三l7･5,_5･511.l‾iT‾17.5

話÷
妄‾‾‾l‾諒‾‾‾l‾‾盲仙

(注)l=l太線わく内は見込生蓬を

わ く 番 号

出 力1klV〉

2唾【4極】6纏
TFOXXL-200九l

TFOXXL-225S

TI･､0ⅩXL-225札1

TFOXXL-250九′Ⅰ

TFOXXL-280S

TFOXXL-280M

TFOXXL-315S

TFOXXL-315～I

TFOXXL-355S

TFOXXL-3551t

し旦【l__竺_竺し竺
【37l37 -

45;45 30

55155 37

75 75 45

】90;90 55

110;110 75

132 132 90

110

- 13ニZ

て即納体制を土とのえている

端子箱は角形で,寸法が大きいので接続作業が容易である｡

そのほか日立汎用モート′レと同じ特長をそなえている=.

(日立巷廷す′声帯絹■甘一海業部)

三 相 誘導電 動枚寸法表
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378 目立評論 第50巻第4号

レーザ光源一個による相互光通信装置

ガスレーザ光を搬送波として,音声による通話ができるレーザ通

信実験装置を,東海大学工学部光学工学科より受注し,昨年2月納

入,現在好調に動作している｡

この装置は,日立製作所の一光線折返し同時通信方式を採用し,

ガスレーザ光源一個だけで,2地点間相互の同時通信ができるよう

になっている｡

おもな性能としては,ガスレーザはHe-Neを用いた3mWの出

力,変調方式としてほADP(NH4H2PO4)単結晶のZcut板を用い

た外部変調方式を採用し,得られる変調度は約20%である｡

1.本装置の特長とその原羊聖

本装置は,2地点間で相互に情報を交換する場合に,従来はそれ

ぞれの地点に必要であったレーザ光源を,一方の地点のみに置くこ

とで相互の通信路を設定している｡レーザ光は従来の電波のように

広がらず,ビーム状に相手側へ進むので,相手側に達した光をもう

一度光源側へ折り返しても十分な勢力が得られる｡また光を信号で

変調するのに偏光を利用しているため,一度変調された光をさらに

別の信号で変調しても,あとで変調した信号のみを復調することが

可能である｡木方式はこれらの点を利用してレーザ光源を一個にし

たものである｡

この変復調の原理を簡単に説明すると,レーザ光源からの光は

ADPなどの光変調器を通るとき光源側の送信すべき信号により,位

相差変調を受ける｡すなわち偏光面の直交した2成分に分かれる｡

いまこのおのおのの波形を,Asin(山方＋β1)およびAsin((〃トβ1)と

表わそう｡ただし(りは光の角周波数,β1は信号により位相変調され

た位相変化量,Aほ光の振幅である｡この2成分が相手側に送られ,

その一部の光は,2成分を合成した直線鵬光すなわち,βsin((りトト

β1)一βsin(山才一β1)=β/2cosβ1･Sin(山方)となりβ1により振幅の変

化する光となる｡したがって,これを光電子増倍管のような光電変

換器で検出すると信号が取り出される｡ほかの残りの光は2成分の

うち一方のみの直線偏光とされ,折り返して光源側へ信号を送るた

めの搬送波として用いられる｡この光の波形はたとえばCsin((り才＋

β1)と表わされるので,振幅は一定で,位相のみが光源側の送信信

号で変調されている｡これを光検出器にて電気信号として取り出す

と,♂1により変化する信号は生じない｡この光線に新たな信号によ

り位相差調調を行なうと,前と同様に2成分に分かれ,それぞれそ

の波形は,βsin(山f十β1＋β2),およびβsin(仙f＋β1一♂2)となる｡

β2は新たな信号による位相変化量である｡光源側でこの2成分よ

り,Esin(αf十β1＋β2)-Esin(似≠＋β1一β1)二月/2cosβz･Sin((〃才＋β1)

なる直線偏光を得る｡この振幅はβ2により変化しβ1には無関係な

ので,この光電子増倍管のような光検出召引こて受信すると新たな信

号成分のみが取り出される｡この方式によって相手側はレーザ光源

が不要となるので,電源および光学系を小形とすることができる｡

この装置は実験用として使いやすいよう,各光学部品が独立して

取り付けられており,調整やはかの目的の実験に便利な構造となっ

ている｡

2.本装置の構成と轢能

本装置のブロックダイヤグラムを図1むこ示す｡図2は実際の装置

である｡

レーザは日立製作所製直流放電形He-Neガスレーザ管HGL-60

Lである｡発振波長は6,328A,出力は3mWである｡電話機の送

話器からの音声電圧は送信増幅器により最大約500Vに増幅され,
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図1 装置全体のブロックダイヤグラム

1､卜r,りレ

囲2 装 置 全 体

光変調附こ印加される｡これにより変調された光が杓子の光復調用

の光一〔ET増倍管にほいり,音声信号が取り出され,受信増幅器によ

り増幅されて電話機の受話器にはいる｡

各光学取掛ま高さの調整ができ,偏光iこF莫卜旅する光変調器,1/4

波長板,偏光了･,検光子ほ光軸を｢トトとした剛転ができる｡また光

変調器と鏡は光可軋こ直角な二つの軸をrl-一丁心として回転できる｡

光源側はレーザ電源,光電子増倍管電源,送受信増幅器が一つの

架に収納してあり,相手側は光電子増倍管電源,送受信増幅器が一

つの架に収納Lてあるが,おのおの分割して単独にも使用できる｡

3.性 能

本装置は,室内実験装置となっているが,室内ばかりでなく,光

線の送受口に望遠鏡を用いれば,距離をはなしても良好な通話が可

能である｡音声信号を最大としたときの光強度の変調度ほ20ク左程

度であり,調整を完全に行なうことにより往路の変調信号が復路に

混入しないようにすることができる｡

ただ,木方式はレーザ光線を直接音声周波で変調しているが,低

周波においてエネルギーの大きいレーザの雑音の問題から高周波の

副搬送波を使い,AM-AMまたはFM-AMの二重変調を用いるこ

とによりS/Nはさらに改善できる｡

(日立製作所通信機事業部)
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日立評論 第50巻第4号 379

日本電信電話公社納

丁乙月03形1号400仙Hz多重無線送受信装置

従来,小容量電話回線用多重無線機として,TR-6形送受信装置

を納入し,ご使用いただいていたがこのはど,このTR-6形を固体

電子化したTZ-403形1号送受信装置を日本電信電話公社のご指導

によって開発し,第1ロットを北海道電気通信局および九州電気通

信局へ納入した｡

本装置は400MHz帯を用いた無線機で,搬送端局と組み合わせ

て最大24チャンネルの電話回線を得ることができるものであって

回線品質としては,無線1区間の雑音配分1,500pWを標準とし,

従来のものに比べ性能が一段と向上されている｡また本装置は,半

導体および電子管部門の技術を結集することによって行なわれたも

ので,特に保守の簡易化,小形化に伴う放熱の問題,回線信頼度の

向上などについて十分な考慮がはらわれている｡

1.特 長

本装置は,従来のTR-6形に比べ下記の特長を有している｡

(a)送信出力には5W形と50W形があり,5W形まではトラ

ンジスタ化されていて,5W形に真空管式増幅器パネルおよぴそ

の電源パネルを追加することにより50W形とすることができる｡

これらはすべてプラグインパネルとなっているので容易に変更で

きる｡

(b)幅520mm,奥行225mm,高さ2,100mmの標準架に,現

用予備扱が実装できる｡

(c)電源には下記の3種類があってその変更は,電源パネルの

差し替えにより容易に行なわれる｡

AC 200V用, DC
-48V用,

DC
-21V用

(d)送信機の逓倍には,バラクタダイオードを使用しないで,

トランジスタ増幅器により直接400MHzで5Wを出すようにし

て,性能の安定化を因っている｡

(e)送信50W増幅器の真空管には,伝導冷却方式を採用し,

ノンブロワ方式としたため,繁雑なブロワの陳守が不必要となっ

た｡

(f)本装置は図2のブロックダイヤに示すように,送信側でパ

イロット信号をそう入して受信側でパイロット検出を行なってい

るので,変調から復調までの回路の監視を受信側で行なうことが

できる｡

(g)ブロックダイヤに示すように,ビデオ･コンパイナ･スル

ー回路などを設け,ビデオ合成回路(COMB)

の活性素子が故障した場合でも簡単な操作によ

り即時回線を接続できる｡

2.お も な仕様

本装置のおもな仕様は次のようなものである｡

(a)周 波 数 帯

使用する無線周波数帯は,次の4バンド内の

指定周波数

Aバンド

Bバンド

Cバンド

Dバンド

(b)予 備 方

370.6′･-372.2MHz

380.2～382.2MHz

394.0～396.3MHz

396.3/～398.3MHz

式

セット予備自動切換方式,ただし受信機は並

列接続,現用棟の指定ができる｡

12-10弧Hz

卜20dBl･仰-9dBr/75n:
0.3～3,4kHz

(OdBm/6008)

12～1鵬kflz

20d8ror-29dBr/75巳ノ
0.3～3.4klJ7

(OdBm/600皇〕

(c)チャンネル数

d

e

f

g

24チャンネル(12～108kHz)

打合せ回線(0.3～3.4kHz)

送 信 出 力 5Wまたは50W

変 調 方 式 水晶制御位相変調

送信遮倍数 12

標準変調度

搬送回線 0.41ラジアンピーク/チャンネル

打合せ回線 2ラジアンピーク

(h)受信方式および中間周波数

シングルスーパーヘテロダイン方式(IF=10.7MHz)

ビデオ合成回路による並列接続方式

(i)標準変調レベル

搬送回線

打合せ回線

(j)標準復調レベル

搬送回線

-20dBrまたは一9dBr

OdBm(4W)

ー20dBrまたは

-29dBr

打合せ回線 OdBm(4｢Ⅳ)

(k)変復調インピーダンス

搬送回線 75∫l平衡

打合せ回線 600n平衡

(1)遠隔監視制御項目

本装置は,遠隔監視制御装置と組合せ,

下記項目の遠隔監視制御ができる端子を

有する｡

監視項目 送信機故障

受信機故障

切換不能

ヒューズ断

作 業 中

制御項目 送信棟選択

強制復旧

(日立製作所通信機事業部)
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日 立 オ イ ル

近年,石油暖房の径i斉性が認識されて石油燃焼による暖房機の需

要ほ増加の一途をたどっている｡

一方,家庭の小容量個室暖房機が普及した結果,1台で教室を同

時に暖房することのできる製品が望まれるようi･こなってきた｡

日立製作所では,さきに石油燃焼東風暖房機｢日立スペースヒ一

夕+を発売し好評を得ているが,今回,ダクトを取り付けて教室を

暖房することができ,全自動運転が可能な熱出力8,000kcal/hの石

油燃焼温風暖房機｢日立オイルファーネス+OF-80形を開発し,発

売した｡

｢日立オイルファーネス+OF-80形はポット形バーナを使用し,

スイッチ1操作で着火,消火を自動的にコントロールする全自動操

作機構を備えており,ダクトを取り付ければ2～3窒を同時に暖房

することのできる画期的な温風暖房機である｡

1.構 造

｢日立オイルファーネス+OF-80形の外観および構造を図l,2

に示す｡

キャビネットの下部に油量調整器,燃焼用送風機,バーナ,着火

ヒータなどを一体にまとめたバーナユニットを配置し,その上部に

新設計の熱交換器を設けてある｡燃焼排気ガスは上部の排気筒接続

口から排気筒を通って外部に排気さカtる｡バーナユニット下方iこは

温風循環用送風機を設け,送風された空気は熱交換器で加熱され,

キャビネット上部の前面および左右側面に設けられた温風吹出口か

ら吐出する｡キャビネット上面にはダクト接続口を設けてある｡ダ

クトと本体温風吹出ロとの吹出風量の割合は温風吹出口内部のダン

パで調整することができる｡上部カバー内部には,着火,消火を自動

操作する制御機構を収納したコントロールボックスを隋えている｡

2.仕 様

表1に｢日立オイルフ7-ネス+OF-80形の仕様を示す｡

燃料には白灯油を使用し,燃料消費量は

1.26ん/h,熱出力8,000kcal/hである｡

/ミーナには日立独白の蒸発式ポット形バー

ナを使用しており,着火立上りが早くススの

発生が少ない特長を有している｡

運転制御iこは新たに開発した撥構を採用し

て,燃料油の供給,停止,着火,燃焼用およ

び温風循環用送風機の運転停止を自動化し

た｡したがって,運転操作はスイッチを｢入+

にするだけでよく,熱交換器が十分加熱され

てから温風循環用送風機が運転するので,ス

イッチ｢入+と同時に冷風が吐出するという

ことがなくなると同時に,ルームサーそを取

り付ければ室温を自動詞節する全自動運転も

可能になった｡

温風循環用送風機には,低騒音,高風圧を

得るよう新たに開発した両吸込多巽送風機を

使用しており,風量は強弱2段切換になって

いる｡

3.特 長

(1)全自動操作機構により,自動的に着

火,消火が行なわれる｡

叩■

章
j

望葦重量窒萱彗星-

フ ,- ネ ス

蓑1 日立オイルファーネスOF-80形の仕様

形 式

外 法 寸 法(mm)

熱 出 力 しkcalル〕

準 料

･黙 料 消 費 量 り/b)

温風循環用送風校
_

-ナー

制 御 方 式

接続ダクト径(¢)

電 源

消 費 電 力

重 量 ご､kg)

OF-80

幅420×高1,270x奥行550

8,000

白灯油(JIS K2203による1号打油)

1.26

多巽送風捺(強,弱 2段切換)

蒸発式ポット形

自動着火,自動コントロール

標 咋150

AClOOV 50/60c/s

l15/145W 50/60c/s

60

し2)運転操作は1個のスイッチの｢入+,｢切+だけで行なわれ

るので,取扱いが非常に簡単である｡

(3)ルームサーモを取り付けることにより室内温度の自動調節

が可能である｡

(4二)ダクト接続口にダクトな取り付けることにより,本体据付

以外の部屋の暖房が可能である｡

(二5)機内ダンパの操作により,本体の温風吹出口とダクトとの

温風量の配分を調整することができる｡

(二6)本体温風吹出ロが前面および左右側面に設けてあり,室内

に均一に温風がいきわたる｡したがって据付場所の制約が

少ない｡

(二7)特殊蒸発式ポット形バーナにより,着火立上りが早く,安

定した燃焼を行ないススの発生がほとんどない｡

(8)熱効率は80%以上である｡

(9)

図1日立オイルフ7-ネス

OF-80形

-96-

複雑な燃焼機構をバーナユニットとしてまとめてあるの

で取扱い,保守点検が容易である｡

(日立製作所家電事業部)
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